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～会頭メッセージ～
　新潟商工会議所は、明治29年の創立以来、地域の商工業者の意見を集約しなが
ら、規制緩和や税制改正に関する要望、さらには港湾・空港をはじめ高速道路・
バイパス網、卸団地や流通センターといったインフラ整備の促進を訴えるなど、
現在の新潟市の発展に協力してまいりました。本年７月25日に創立130周年とい
う大きな節目を迎えることができますのも、歴代の役員・議員をはじめ、会員企
業の皆様、関係機関、そして地域の皆様が長年にわたり寄せてくださった温かい
ご支援とご協力の賜物であり、心より深く感謝申し上げます。
　130年という歴史の中では、戦後復興や高度経済成長、幾度もの災害や景気変動、
さらには近年の感染症や物価高、深刻な人手不足など、時代ごとに企業経営を取
り巻く環境は大きく変化してきました。そうした激動の時代にあっても、地元の

130周年記念事業（予定）
　本年度は、創立130周年を記念した様々な事業を展開してまいります。

○創立130周年記念会員大会
　～桑田真澄氏特別講演会・交流パーティー～
　日　時：令和８年７月27日（月）16：20～19：20　
　会　場：ホテルイタリア軒　３階　サンマルコ
　講　師：オイシックス新潟CBO　桑田 真澄　氏
　演　題：「夢を諦めない」
　定　員：350名（先着順。ご参加は新潟商工会議所会員限定です。）
　参加費：１名様　7,700円（税込・10％対象）（消費税額700円）
　右記QRの申込フォームからお申し込みください。
　※申込期限：７月21日（火）

○創立130周年記念視察ツアー
　令和９年３月に130周年を記念した視察ツアーを企画しております。
　詳細は決定次第、ご案内いたします。

おかげさまで130周年。
可能性あふれる新潟の未来のために

会頭　葊田　幹人

民間企業は不断の努力と知恵、そして創意工夫を重ねて新潟の経済を支え、当所もまたその歩みを常にともにし
てまいりました。
　この節目を迎え、地域経済の活力は一社一社の企業の挑戦と、それを支える地域の強固なつながりによって育
まれるものだと改めて実感しております。商工会議所には、皆様が安心して挑戦できる環境づくりや、地域の力
を結び付ける役割がこれまで以上に求められています。私たちは先人たちが築いてこられた歴史と伝統を大切に
受け継ぎながらも、変化を恐れず、新たな時代にマッチした活動を展開し、役職員一丸となって新潟のさらなる
発展に貢献してまいります。今後ともさらなるご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。



5にいがた I0¥3YKにいがたにいがた I0¥3YKにいがた

創立130周年特別企画

2026.72026.72026.7

歴代会館  

新潟商工会議所の変遷 ～130年の歩み～

２代目会館（後の中央会館）
（昭和38年～平成25年）

増築後の会館
（昭和３年～昭和38年）

初代会館
（明治43年～昭和３年）

現在の事務所
万代島ビル7F

（平成15年～現在）

　新潟商工会議所は、明治29年（1896年）７月25日、全国で41番目、北信越では６番目に設立
が認可された商工会議所です。創立当時は「新潟商業会議所」という名称で、市役所内（西堀通６）
に事務所が置かれました。
　明治の末期には、環日本海時代を先取りした新潟―ウラジオストク定期航路の開設を背景に、ウ
ラジオストク・樺太へ実業視察団を派遣して国際経済交流の取組を進めるなど、活発な活動を展開
するとともに、明治43年（1910年）には、上大川前通７番町に独立した会館（初代会館）を落成
させて活動の土台作りを進めました。
　その後、昭和２年（1927年）４月に「商工会議所法」が公布され、昭和３年（1928年）１月から
は、これまでの「新潟商業会議所」を改め「新潟商工会議所」として新たにスタートを切りました。
　昭和12年（1937年）に起こった日中戦争を契機とする、厳しい統治制度の時代を解散や合併な
ど経済団体再編成を経ながら乗り切ると、終戦後の昭和29年（1954年）には、「新商工会議所法」
が施行され、以降は「地域の商工業者の利益を図り、地域全体の発展を目的とする総合経済団体」
として確固たる役割を担って活動していくこととなります。
　高度成長期を迎え、昭和38年（1963年）には新会館（新潟市商工福祉会館）を竣工させ、新潟
の経済発展に向け、より一層積極的な事業展開が図られる中、平成８年（1996年）７月には創立
100周年を迎え、記念式典、百年史の刊行、記念講演会の開催など各種の記念事業を盛大に実施し
ました。
　さらに、平成15年（2003年）には、再開発が進められた万代島の新たな産業振興の拠点「朱鷺メッ
セ」の完成に合わせ、相談業務の大幅な拡充や各種情報伝達機能の充実を図るため、新潟商工会議
所は機能の中枢を同万代島ビル７階へと移転させました。なお、本部機能の移転に伴い、上大川前
通７番町の会館を中央会館とし、中心市街地活性化の観点から「まちづくり支援課」を残し、「中
央支所」として位置付けられ、10年間存続した後、平成25年（2013年）３月末に閉館しました。
　このような中、平成19年（2007年）４月には、当所が平成元年（1989年）から押し進めてきた

「新潟100万都市構想」が結実する形で新潟市が政令指定都市への移行を果たし、新たな時代の幕
開けとなりました。
　今年、130周年を迎える新潟商工会議所は、地域経済の持続的な発展と活力ある地域づくりに貢
献すべく、職員一丸となって積極的・主体的な事業活動や組織運営に邁進していきます。


